　【提案書】

水インフラの空間をフィールドとした民間の技術開発支援の
[bookmark: _Hlk204269903]提案募集
提出日：２０２６年　月　日
提案者
	[bookmark: _Hlk160020192]法人等名
※グループの場合は代表法人等名
	

	法人等の所在地
※グループの場合は代表法人等の所在地
	

	構成法人等名
※グループの場合
	

	担当者名
	

	担当者の所属部署・役職
	

	連絡先
	電話
	

	
	Email
	


　

※件名を【提案書提出】としてメールで提出してください。
※1通のメールに添付できるファイルのサイズの上限は15MBです。
　（ファイルの分割等が不都合な場合は、問い合わせ先へご連絡ください。大容量ファイルの送信用リンクを送信します。）

　【提出先・問合せ先】　愛知県建設局河川課                
企画グループ
電話：052-954-6553
Email：kasen@pref.aichi.lg.jp
　　　　


（１）実証実験の提案（実証実験には、現場作業を伴わない調査研究を含むものとします）
	項目
	内容

	提案名称
	

	提案者
法人等名
	

	構成法人等名
	

	技術等の区分
(該当に○)
	［　　　　］再生可能エネルギーの創出
［　　　　］エネルギーの省力化
［　　　　］その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	実証実験を行う技術又はシステム（以下、「技術等」という）の概要
	※技術等の概要を記入してください。


	技術等の開発状況等
	※技術等の社内実証は2025年度に完了済（もしくは2026年○月までに完了見込み）など、提案後に水インフラのフィールドで実証実験が可能な状況であるかを記載してください。

	技術等の実用化に伴うCO2削減効果等
	※技術等を実用化した際に期待される（見込まれる）効果を記入してください。
できる限り定量的なCO2削減効果等（再エネ発電量、CO2削減量など。概算値、試算値で可）を記載してください。

	技術等の実用化に伴う上記以外の効果
	※レジリエンスの向上、既存の技術等と比較した場合のコスト縮減（設置費用、維持管理費用など）など付帯的な効果がある場合は記載してください。

	実証実験の概要
	※実証実験の内容（実験手順、使用機材、設置方法、安全性など）について簡単に記入してください。

	実証実験に必要な条件
	※流量、高低差、面積、水深、施設（排水機場、ダム、浄水場など）など、実証実験を行うフィールドやデータなどの必要な条件を記入してください（概ねの内容で可）。









	実証実験を想定している具体的なフィールド
	※想定している具体的なフィールド（河川名、施設名、施設の種類、住所など）やデータが特定できる情報を記入してください。


	実証実験での確認事項
	※実証実験で確認したい事項（実証実験の狙い、解決したい課題など）について記入してください。

	実証実験スケジュール
	※想定している実証実験のスケジュールを記入してください。

	実用化等の見通し
	※実証実験後の技術等の実用化の見通しや想定している展開を記入してください。

	その他
	※その他、技術等や実証実験に関する注意点、実施に当たって必要な条件などあれば記入してください。



※枚数に制限はありません。A4版での出力を想定した文字サイズ等で記載してください。適宜、図、写真などを貼り付けてください。別紙の添付も可能です。
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